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(一社) 横浜みなとみらい２１

１ サウンディングについて

このたび、(一社)横浜みなとみらい２１では、みなとみらい駅直結の施設「クイー

ンズスクエア横浜」（以下「QSY」という。）おいて、民間活力を導入した更なる利活

用の可能性を検討するため、サウンディング型市場調査を６月２４日に実施しました。

２ サウンディング型市場調査の目的と効果

QSY の上質で落ち着いた空間を維持しつつ、来街者に更なる期待感と高揚感を与

える広告やイベント等の取組を推進するため、また、近隣施設等の公共空間と連動性

（連続性）を持たせることにより、みなとみらい２１地区の広域な魅力向上に寄与す

るため、民間事業者との「対話」を通して、利活用のノウハウ・アイデア等の提案を

受けることにより、QSY の市場性を把握し、民間活力導入の可能性を判断すること

を目的として実施しました。

本調査で得られたアイデア等は、同施設の今後の更なる賑わい創出のための検討材

料とさせていただきます。

３ サウンディング結果

（１）対話実施日 6月 24 日(月)

（２）主なご提案・ご意見

イベントスペースと ・コンベンション会場と連動した QSY のウェルカムフラッグや

広告の連動 サテライト開催のイベント活動等を通じ、街を活用した取り組

みにより、新しい需要を生み出す。

・QSY のイベントスペースと広告を同時に使うことで、話題性

のあるジャック感を創出する。

・条件設定のうえ、チラシ等配布や物販及び巨大懸垂幕の一般利

用を解禁する。

広告掲出幕前の整備 ・将来的な検討課題として、広告掲出幕前の植栽及びベンチが設

置されている憩いのスペースを整備し、導線の確保、場合によ

りイベントスペースとして活用できるようにする。

・広告掲出幕をデジタル化する（プロジェクターで投影可能なス

クリーンを設置する）

賑わい創出プラン ・みなとみらい２１地区内の要所に、飲食店待ち時間情報や席予

テーマパーク化 約、クーポン取得等が可能なパネルを設置、またその情報をア

プリと連動させ、地区内どこにいても情報が得られる仕組みを

導入し、回遊性を高める。

賑わい創出プラン ・広告掲出幕にプロジェクションマッピングを導入のうえ、夜間

新名所化 のみ映写する。

・ショーケースにプロジェクションマッピングを導入し、カラク

リ時計のように１時間ごとに映写する。

・WiFi/5G とプロジェクションマッピングを連動させ、来街者参

加型の広告を展開する。



賑わい創出プラン ・クイーンズサークルの吹き抜けガラス部分に透過性モニター、

聖地化 また吹き抜け空中部分に透過性パネルを設置のうえ映写し、ク

イーンズサークルを地元スポーツチームの試合のサテライト会

場化し、平常時はデジタルサイネージとして、イベント時には

貸し出しなども行う。

・サテライト会場利用時は、そのチームとメーカーのコラボビー

ルなどを販売することにより、聖地感を高める。

（３）サウンディング結果まとめ

今回のサウンディングによって、QSY の市場性は高いこと、民間事業者の発想や

テクノロジーを活用して更なる賑わいを創出できる可能性が高いことを確認できまし

た。

また、提案者から現在の規制を条件付きで緩和することによって、更に周辺施設等

との連携を図れ、来街者の回遊性を高めることが可能となる＝更なる当地区の賑わい

に寄与できるというご意見もいただきました。

これらのご提案・ご意見を踏まえ、今後の QSY の更なる賑わい創出に向けて検討

を重ねて参ります。
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